
令和５年７月定例会会議録

大崎町教育委員会



○日 時 令和５年７月 25 日（火）

８時 25 分から９時 45 分まで

○場 所 教育長室

○出席者

教育長 穗園 正幸

教育長職務代理者 口 信男

教育委員 二見 いすず

教育委員 小野 まゆみ

教育委員 吉田 博文

○関係者

管理課長 岡留 和幸

社会教育課長補佐 内村 憲和

管理課指導主事 金ヶ江 俊春

管理課庶務係長 井元 享一朗



○議事日程

１ 開会

２ 前回会議録の承認

３ 委員の報告

４ 教育長行政報告

５ 報告

報告第 13 号 小学校教科用図書の採択について

報告第 14 号 中学校教科用図書の採択について

報告第 15 号 大崎町中学校部活動地域移行検討委員会委員の委嘱に

ついて

報告第 16 号 マンガ製作活用検討委員会委員の委嘱について

報告第 17 号 図書館協議会委員の委嘱について

報告第 18 号 学力向上プロジェクト夏期講座について

報告第 19 号 大崎町青少年活動事業「サマーアドベンチャー」について

６ 議案

７ 委員から提出された動議の討論等

８ その他

９ 翌月の行事等

10 閉会



○議決事項

議案番号 件名 審議の状況 採決次第

なし



○会議要旨

１ 開会

教育長 ただいまから，７月定例会を始めます。

２ 前回会議録の承認

教育長 異議なく承認

３ 委員の報告

口委員 ６月 27 日（火）に開催された，第１回図書館協議会に出席した。

前年度の事業報告や本年度の運営方針，事業計画案の審議が為され，

何れも原案どおり承認された。また，本年度から重要課題として，学

校図書館への地域図書館併用に向けた新たな取り組みの目標と課題

についての説明があり，運用にするに当たり数多くの課題を克服する

必要があるため，まずは野方小・中沖小・菱田小の３校をモデル校と

して,今年の 10 月から地域図書館を開始されるということであった。

来年開始の残り３小学校についても，今後打ち合わせをしていくこと

と同時に，この事業について町民への広報・宣伝を「広報おおさき１

月号」に掲載していくとのことであった。

７月３日（月）に実施された大崎中学校・中沖小学校の学校訪問を

もって，今年の学校訪問のすべてが終わったところであったが，全体

を通して，どの学校も校内がいつも綺麗で気持ちよかった。管理職の

先生方を中心に，早朝から作業着姿や長靴姿で作業している光景をよ

く見かけるが，除草や環境美化に努めていただいている賜物だなと思

った。児童生徒も，全体的に静かに落ち着いた雰囲気の授業風景が見

られ，また，授業内容についても様々な工夫をされている熱心な先生

方も見られた。ただ，タブレットの使用状況に関しては，端末が配布

された当初に比べ，タブレット活用の授業が全体的に少ないように感

じられたので，もっと有効活用を図ってほしいと感じた。今年は特に，

管理職の学校経営方針の説明において，当該校の教育活動の阻害要因

や新たな取組みについて，的を絞って熱く説明していただいた積極的

な校長先生も居られて，新しい風を吹かせているなと実感した今年の

学校訪問であった。最後に，それぞれの学校においては，様々な課題

を抱えその対応に取り組んでおられるところであるが，教員の人事的

な面など課題克服に難しいところもあるかとは思うが，この１年間頑

張ってほしいなと思ったところであった。



二見委員

小野委員

吉田委員

７月３日（月）に大崎中学校と中沖小学校へ学校訪問に伺ったが，

大崎中学校では，新しく赴任された校長先生が，学校経営について本

当に熱く語られていたことが印象的で，その校長先生の思いが学校全

体に浸透するまでには時間がかかるかもしれないが，授業を見せてい

ただいたりする中で，先生方が子どもたちにしっかり向き合い一生懸

命されていることが，短い時間ではあったがよく伝わってきた。中沖

小学校についても今年度新しい校長先生が赴任されて，やはり校長先

生の雰囲気がそのまま子どもたちの様子に移っている気がした。今年

度の学校訪問が終わり全体を通して一番気になったのが，大丸小学校

では教頭先生が授業に入っておられ，とても忙しくしている状況が見

られた。代替の先生がなかなか見つからないという事情があるとのこ

とであったが，そのあたりが何とか解決できないものかと思ったこと

と，どの学校に行っても，子どもたちのあいさつがしっかりできてい

てとても気持ちのいい時間を過ごさせていただいたなと感じた。

７月３日（月），大崎中学校，中沖小学校を学校訪問させていただ

いた。そこで思ったことが，管理職の先生方が変わることによって，

それまでの学校の経営方針が大きく変わったりすると，学校の先生方

の心の負担が大きくなるのではないかと感じたところだった。報道で

高等中学校の音楽教諭が，精神的な苦痛により学校の音楽室で自死す

るという痛ましいニュースを耳にしてとてもショックを受けた。もし

そのようなことが起きてしまうと，学校にいる子どもたちの精神的な

負担も大変大きいものとなってしますので，大崎町の学校ではそのよ

うなことが起こらないように，教育委員会の方でも注意していただき

たいと思った。

また，私も参加している大崎中学校の学校運営協議会において，先

日今年度の活動方針について協議が行われた。その中で部活動地域移

行の協議をした際に，校長先生から，運動部活動については順調に地

域移行が進むと思われるが，文化系の部活動については，地域に指導

者となれる人材がなかなか見つからないと思われるため，吹奏楽部に

ついては難航するかもしれないと心配しているという話があった。吹

奏楽部については，今年度も音楽の専門でない先生が顧問を引き受け

られており，指導者が変わることでコンクールなどでの子どもたちの

上位入賞等の可能性が低くなることに繋がったりすると思われるた

め，そういった面の人事についても配慮をしてほしいと感じた。

７月３日（月），大崎中学校の学校訪問に行かせていただいた。冒

頭の校長先生の説明では，今年度大崎中学校に着任し，大崎中学校を



よりいいものに変えていきたいという強い熱意を感じた。私の職場で

あっても同様であるが，新たに何かを変えていこうとするときに，そ

のことに対する既存の考え方が出てくるため，教頭先生と熟議しなが

らより良い方向に向けて改革していただけたらと思った。

また，小野委員の話でもあった先生方の働き方改革については，部

活動の顧問をしている先生方は，コンクールや大会等がある時は，早

朝に学校を出発し夜遅くに学校に戻ってくるなど大変大きな負担と

なっている状況であるため，今後，部活動地域移行が進んでいくこと

で，先生方の業務負担が軽減され，より授業等に専念できるのではな

いかと感じている。

４ 教育長行政報告

教育長 ※資料に基づき報告

７月１日，県ドッジボール協会との懇親会

７月２日，国体デモンストレーションスポーツ・ドッジボール大会

があり，県内小学校 16 チーム，中学校９チームの計 25 チームの参加

があった。ドッジボール九州リーグについても，10 数年大崎町で実施

してきており，今後も継続していきたい。

７月３日，学校訪問（大崎中学校・中沖小学校）。総体的に本町及

び大隅地区における確かな学力の向上，不登校対策が課題となってお

り，今後も学校と一体となって進めていきたい。

７月４日，スポーツコミッション打合せ

７月５日，スポーツコミッション総会

７月８日，ジャパンファーム夏祭りに参加

７月 10 日，公立高校定員策定地区説明会（曽於市）

同日，Ｂ＆Ｇ表彰伝達

７月 11 日，県教育長会合同委員会。教職員の不足等について説明。

７月 14 日，地区教育長会。部活動の地域移行における課題等につ

いて説明。

７月 15 日，生涯学習の県民大学講座

７月 19 日，地区教科用図書採択協議会。後ほど資料で説明。

７月 20 日，１学期終業式。大きな事故等もなく無事に終了できた。

７月 21 日，絵本の贈呈式。大隅マルシェから５冊贈呈。

同日，青少年海外派遣出発式。今年度高校生３名が参加し，シアト

ルへ出発。８月 15 日まで。

同日，大崎中学校学校運営協議会

７月 22 日，ＳＤＧｓ推進協議会活動報告会



７月 23 日，カブトムシ相撲大会に参加

７月 25 日，教育委員会定例会開催

※以下，今月の今後の行事予定。

７月 27 日，課長会

７月 28 日，大隅地区校長研修会。

７月 29 日，全国総合文化祭開会式

７月 31 日，公民分館長会

同日，学力アップセミナー夏期講座開講

７月の主な行政報告は以上です。

５ 報告

指導主事

教育長

管理課長

教育長

社会教育課課長補佐

教育長

管理課長

教育長

（１）報告第 13 号 小学校教科用図書の採択について

（２）報告第 14 号 中学校教科用図書の採択について

資料に基づき説明

質疑はありませんか。

（３）報告第 15 号 大崎町中学校部活動地域移行検討委員会委員の

委嘱について

資料に基づき説明

質疑はありませんか。

（４）報告第 16 号 マンガ製作活用検討委員会委員の委嘱について

（５）報告第 17 号 図書館協議会委員の委嘱について

資料に基づき説明

質疑はありませんか。

（６）報告第 18 号 学力向上プロジェクト夏期講座について

資料に基づき説明

質疑はありませんか。



二見委員

管理課長

教育長

口委員

管理課長

教育長

社会教育課課長補佐

教育長

講座の内容は，生徒が自分の勉強したいことを，問題集やタブレッ

トを持参するなどして自由に行うものとなるのか。

講座については，ある程度の実施する内容についてこちらで提示

し，講師となる教諭や大学生，高校生などの協力で，わからない点な

どは質問し教えてもらうようなやり方で実施する予定となっており

ます。

開講式で時間割等日程について説明し，個別に苦手な単元、ＡＩド

リルの活用など基本的には自学自習でスタッフの方が支援するとい

うやり方を予定しております。

今回の講座の参加希望者はどの程度か。

現在のところ，昨年度より少ない参加者となっており，20 名程度の

参加希望がきております。菱田，野方方面からの参加者については，

スクールバス事業者の協力をもらいバスを運行する予定です。

今年度については，昨年度に比べて参加人数が少ない状況であり，

より多くの子どもたちが勉強できる機会を作ることが大切なため，今

年度は，実施場所を中学校から公民館に変更したことや講座の実施方

法等，参加者が減った要因がどこにあるのか，子どもたちへのアンケ

ートをとるなど，次回の開催に向けてもっと工夫をしていきたいと思

います。

（７）報告第 19 号 大崎町青少年活動事業「サマーアドベンチャー」

について

資料に基づき説明

質疑はありませんか。

６ 議案

（今回はなし）



７ 委員から提出された動議の討論等

教育長 発言がないので，動議はないものとします。

８ その他

二見委員

教育長

（１）川での事故について

先日，福岡県で川で遊んでいた女の子が複数名亡くなるという痛ま

しい事故があった。今回の事故では，その報道の中で，その川で遊ぶ

子ども達に向けて地域の方々から危険な川であることを注意喚起や

声掛けをしていなかったというコメントをされている方がいたが，大

崎町も川の多い所であるので，近くに川のある地域の皆さんに，そこ

で遊ぶ子どもたちに対して声掛けをするよう投げかけをするような

機会があれば思った。また，大崎町において，子どもなどが川で遊ぶ

実態はどの程度あるのか把握しているのか。

大崎町内各学校の川遊びの実態は捉えていないところだが，通常，

各学校ではＰＴＡと連携し，危険個所に赤旗を立てて子どもたちに注

意喚起をしているところです。今後，出校日等において子どもたちに

対して注意喚起するよう指導していきたいと思います。

９ 翌月の行事等

管理課長 ８月１日から８月 31 日までの行事を資料に基づき報告

10 閉会

教育長 以上で，７月定例会を終了いたします。

以上


